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紀州経済史文化史研究所
プロジェクトに関するお問い合わせ
　 「粉河寺縁起絵巻を読み解く」
■富田晃彦（天文学／教育学部）
　 「人と星の往還」
■荒木良一（遺伝育種科学・植物栄養学・土壌学／教
育学部）
　 「植物の鉄吸収戦略」
7．共同研究事業
和歌山大学教育学部と同大学附属小学校の共同研究
事業でありつつ、同時に紀州研の事業でもあるという
位置付けで開催されたものである。
①「小学校高学年にむけた文学の読解と教育方法の研
究」
2020年9月14日（土）および11月8日（土）、打ち
合わせを行い、12月15日（火）に研究授業（録画）
を実施した。その後、2021年1月23日（土）、和歌山
大学附属小学校およびZoomによるオンライン会場に
おいて、「教育研究発表会」（教材：安房直子著「初雪
のふる日」、授業者：附属小学校教諭、指導助言：大橋
直義）が実施された。
オンライン上で県内外の初等教育関係者とディスカッ
ションが行われた。共同研究の方法や比喩・象徴の関係
を読み解くための方法について意見交換がなされた。
②「小学校高学年を対象とした「くずし字」指導と文
化財教育の融合」
2020年11～2月、紀州研副所長大橋直義（教育学
部）および教育学部国語教育専攻に在籍する大橋ゼミ
の学生6名が、「くずし字」を学ぶための方法および内
容についての会議を重ね、オンラインでも指導可能な
教材コンテンツを開発し、附属小学校生徒を対象とし
て授業を実施した。
第1回教材：渋川版御伽文庫『うらしま』
第2回教材：『道成寺縁起絵巻』
■2020年11～12月　オンラインコンテンツ制作およ
び授業概要を制作
■2021年2月1月　附属小学校5・6年生F組において、
第1回および第2回の授業を行った。F組担当教諭お
よび大橋教員がZoomミーティング等の授業サポー
トにあたり、栄谷キャンパス内から、学生がオンラ
イン授業を行った。
■2021年2月3日　附属小学校4年生B組において、第
1回授業を行った。これまでの「崩し字」授業では
もっとも年少の学年であった。
成果と課題として、「くずし字」の授業は国語の分野
のみならず、社会（地歴・日本史）においても重要な
観点となる。社会科としても使える授業コンテンツの
開発や、県立・市立博物館および紀州研との協働も不
可欠である。その一方、2020年度の特異な状況下にお
いて、オンラインコンテンツ作成に向けた方法論の構
築が行えたことは大きな成果であった。
8．和歌祭出前授業
①【和歌祭芸能体験ワークショップ】
2021年2月22日（月）、和歌山市立和歌浦小学校に
おいて、和歌祭の各種芸能披露および各種芸能体験を
実施した。
②【和歌祭出前授業】
2020年12月10日（木）、和歌山市立和歌浦小学校
において、4年生34名を対象として、和歌祭の出前授
業を実施した。また、2021年3月10日（水）、和歌山
市立貴志南小学校において、4年生54名を対象として
出前授業を実施した。
　①および②のいずれも、吉村旭輝（紀州経済史文化
史研究所特任准教授）が指導した。
※詳細は、〈研究・展示プロジェクト事業〉「和歌の浦
の景観および和歌祭の保存と継承プロジェクト」を参
照されたい。
※以上、紀州研所員の敬称はすべて省略した。
プロジェクトの成果
2020年度は、新型コロナウィルス感染症が蔓延する
中、従来のように人と人が対面して、教育啓蒙活動を
実施することがかなわないことがほとんどであった。そ
のような制約のある状況下、YouTubeを手段の一つと
して取り入れ、展示会のダイジェストの公開や講演会
やミニ講義の録画による動画の公開など、新たな活動
の方法を組み合わせることによって事業を中断するこ
となく実施した。
それにより、展示を一例に挙げるならば、来場者が博
物館に足を運べない状況下においても、博物館相当施設
としての100日以上の展示会を実施し、動画視聴回数か
ら、例年に及ばないものの数百人もの来場者を迎えるこ
とができ、海外からの視聴も得ることができた。
その結果、児童や生徒から一般の人々にいたるまでを
対象として、教育啓蒙活動事業を進めることができた。
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